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平
成
27
年
度

第
１
回
理
事
会
報
告

■
議
事
報
告

４
月
25
日（
土
）ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
新

宿
に
て
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
国
保
健

師
長
会
理
事
会
で
は
、
冒
頭
に
鎌
田
久

美
子
会
長
か
ら
「
昨
年
度
、
保
健
師
が

多
く
の
災
害
に
対
し
常
に
迅
速
に
対
応

し
た
こ
と
で
、
保
健
師
活
動
が
さ
ら
に

評
価
さ
れ
た
と
同
時
に
、
保
健
師
へ
の

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
一
方
で
、
乗
り
越
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
こ
と

か
ら
、全
国
の
保
健
師
が
情
報
交
換
し
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
若
い
保
健
師
た
ち
に

仕
事
の
進
め
方
や
方
向
性
を
示
し
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
議
事
の
主
な

を
め
ざ
し
、
「
地
域
に
お
け
る
保
健
師

の
保
健
活
動
に
関
す
る
指
針
」
を
基
に

保
健
師
活
動
に
つ
い
て
検
討
、
「
保
健

師
活
動
の
実
践
報
告
」
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
に
か
か
る
保
健
師

の
能
力
形
成
に
関
す
る
報
告
」
を
今
年

度
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

４　

そ
の
他
、
各
部
会
・
委
員
会
・
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
報
告
、
国
家
要
望
（
案
）

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
講
演
会
報
告

厚
生
労
働
省
健
康
局
が
ん
対
策
・
健

康
増
進
課
保
健
指
導
室
長
の
島
田
陽
子

氏
か
ら
「
地
域
保
健
の
動
向
と
リ
ー

ダ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
」と
題
し
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、「
宿
泊
型
新
保
健
指
導
（
ス

マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
ス
テ
イ
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
」「
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
に

役
立
つ
好
事
例
集
」「
被
災
地
健
康
支
援

に
つ
い
て
」「
災
害
時
に
備
え
た
情
報
登

録
」「『
保
健
師
活
動
指
針
』に
つ
い
て
」

「
保
健
師
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
」な

ど
、
国
の
動
向
か
ら
保
健
師
活
動
の
現

状
と
課
題
、
今
後
の
方
向
性
を
示
唆
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
保
健
師
に
期
待
す

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１　

今
年
度
は
「
社
会
の
課
題
に
向
き

合
う
保
健
師
活
動
の
展
開
―
保
健
・
医

療
・
福
祉
を
つ
な
ぎ
安
心
し
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
―
」

を
テ
ー
マ
に
、
①
地
域
保
健
福
祉
分
野

に
お
け
る
専
門
性
の
確
立　

②
ブ
ロ
ッ

ク
、
支
部
活
動
の
強
化　

③
息
の
長
い

被
災
地
の
支
援　

④
会
員
数
の
拡
大
―

の
４
項
目
を
柱
に
活
動
し
ま
す
。

２　

最
重
点
活
動
目
標
は
、
「
保
健
師

活
動
の
質
の
向
上
・
標
準
化
の
取
り
組

み
」
「
情
報
発
信
の
強
化
」
「
災
害
保

健
活
動
の
推
進
」
「
市
町
村
の
会
員
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
」
で
す
。

３　

近
年
、
力
を
入
れ
て
き
た
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

「
地
域
に
お
け
る
保
健
師
の
保
健
活
動

に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
い
た
保
健
師

活
動
の
体
制
整
備
と
保
健
活
動
の
推
進

る
こ
と
と
し
て
、「
い
ま
行
っ
て
い
る
仕

事
の
目
的
や
実
施
状
況
を
明
確
に
し
、

評
価
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
仕
事
の

成
果
や
職
員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が

る
。
年
度
が
替
わ
り
、
職
員
も
配
置
転

換
す
る
こ
と
で
視
点
が
変
わ
り
新
た
な

発
想
に
つ
な
が
り
、
新
し
い
価
値
観
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
業
務
レ

ビ
ュ
ー
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健

師
の
人
材
育
成
は
人
財
育
成
、『
コ
ス

ト
』よ
り
『
投
資
』と
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料

は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
責
＝
広
報
委
員
会
）

平
成
26
年
度

北
海
道
支
部
研
修
会
報
告

平
成
26
年
12
月
13
日（
土
）札
幌
市
に

お
い
て「
地
区
担
当
制
の
推
進
」を
テ
ー

マ
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
代
議

員
総
会
の
報
告
を
行
い
、
地
域
保
健
を

巡
る
国
の
動
向
や
災
害
対
策
に
お
け
る

公
衆
衛
生
活
動
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
、
ま
た
全
国
保
健
師
長
会
活
動
の
理

解
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

以
下
の
通
り
進
め
ま
し
た
。
初
め
に
石

狩
市
主
幹
の
鈴
木
美
佳
氏
か
ら
『
地
区

担
当
制
の
取
り
組
み
』に
つ
い
て
実
践

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
制
度
改
正
や
市

町
村
合
併
の
中
で
業
務
分
担
が
加
速

し
、
し
だ
い
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

減
少
し
て
い
っ
た
が
、
平
成
20
年
度
、

新
人
保
健
師
採
用
を
契
機
に
、
個
別
支

援
・
地
区
担
当
を
意
識
し
、
新
人
保
健

師
現
任
教
育
実
施
要
領
作
成
な
ど
の
基

盤
を
整
備
。
町
内
会
と
の
協
働
事
業
に

主
査
職
・
中
堅
・
新
任
が
住
民
の
声
や

や
り
と
り
を
事
業
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

一
緒
に
体
験
。
ま
た
、
地
区
担
当
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
し
、
困
難
事
例
の
対
応
や

地
区
活
動
の
検
討
等
実
践
活
動
を
共

有
。
併
行
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
保
健
師
も

全
国
規
模
の
研
修
に
参
加
し
、
保
健
師

の
専
門
性
、
地
区
活
動
の
意
義
、
管
理

者
の
役
割
を
学
び
活
動
に
反
映
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
、
一
人
で
抱
え
て
い
た

仕
事
が
チ
ー
ム
・
組
織
で
支
え
合
う
体

制
に
な
り
、「
市
の
健
康
課
題
は
保
健
師

全
体
で
話
し
合
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」「
受

け
持
ち
地
区
を
健
康
に
し
た
い
」と
の

熱
い
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
今
後
も
分
散
配
置
職
場
と
の
情
報
交

換
や
事
業
検
討
会
等
に
取
り
組
み
、
住

民
の
生
活
や
声
が
く
み
取
れ
る
、
ぶ
れ

な
い
保
健
活
動
を
め
ざ
し
た
い
」と
今

後
の
展
望
も
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
に
、
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大

学
准
教
授
の
近
藤
明
代
氏
よ
り
『
地
区

活
動
を
推
進
す
る
力
を
ど
う
育
て
る

か
』に
つ
い
て
、
な
ぜ
、
い
ま
、
地
区

活
動
が
課
題
な
の
か
？　

地
区
と
は
？

地
区
活
動
と
は
？　

生
活
・
生
活
者
と

は
？　

保
健
師
の
専
門
性
と
は
？　

公

衆
衛
生
と
は
？　

等
々
、
事
例
を
通
し

中
核
と
な
る
考
え
方
を
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
保
健
師
の
仕
事
は
、
住
民

の
人
生
に
か
か
わ
る
こ
と
が
特
徴
。
そ

の
人
生
や
暮
ら
し
は
地
域
（
風
土
や
文

化
な
ど
）や
社
会
の
中
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
、

地
区
活
動
を
行
う
こ
と
に
意
味
が
あ

り
、
地
区
に
責
任
を
も
つ
『
地
区
担
当

制
』は
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
、「
積
極

的
に
住
民
の
組
織
活
動
に
か
か
わ
り
、

地
域
の
人
々
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
活
動
の
力
量

形
成
は
、
対
象
者
に
接
し
て
感
じ
た
率

直
な
思
い
や
課
題
・
可
能
性
を
素
直
に

語
り
合
え
る
こ
と
、
事
例
検
討
会
を
重

ね
て
行
う
こ
と
、
ま
た
先
輩
保
健
師
の

経
験
を
聴
い
た
り
、
ほ
め
ら
れ
た
り
支

持
さ
れ
た
り
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
験
の
積

み
重
ね
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
幅

広
く
そ
し
て
奥
深
い
内
容
で
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、「
市
町
村
も
保
健
所

も
同
じ
悩
み
が
あ
る
」と
現
状
・
課
題

を
再
認
識
し
、「
保
健
師
活
動
に
意
味
づ

け
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
活
動
の
丁
寧

な
積
み
重
ね
が
大
事
」「
研
修
内
容
を
職

場
で
共
有
し
考
え
た
い
」な
ど
、
前
向

き
な
意
見
・
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
明
日

か
ら
の
保
健
活
動
に
生
か
さ
れ
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
＝
北
海
道
支
部
長　

大
岩
敦
子
）

全
国

保
健
師
長
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国
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会
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長
　
鎌
田 

久
美
子理事会であいさつをする鎌田会長北海道支部研修会の様子

講演する厚生労働省健康局がん対策・健康増進課保
健指導室長の島田陽子氏
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